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                                                 校長  中村 真理子 

本校が誕生して、今年で 1５０年を迎えることになりました。 
この記念すべき節目の年を迎えるにあたり、今日まで学校教育に 

ご協力いただきました全ての皆様方に敬意を表し、厚く感謝を申し 
上げます。 
草津小学校は「知新学校」として、明治 6年 9月に開校。草津三 

丁目にあった脇本陣(江戸時代の武士の旅館)を借りて授業が始め 
られました。明治 10年 8月に、草津二丁目に校舎を新築して仮校 

舎から移転します。今も玄関に飾っている「知新學校」の看板は、その時に掲げられたもので、当時
の滋賀県知事が書かれたとのことです。その後、「草津小学校」として校
名が変わっても、学校の場所が移転し、校舎が建て替えられても、学校の
宝物として看板は大切に受け継がれてきました。ちなみに、現在の場所に
学校が移転してきたのは、昭和 9年のことです。また、今の本館校舎が
新しく建て替えられたのは平成 20年のことです。どの時代においても、

草津小学校に子どもたちが集い、たくさんの人たちの中で自己を育み成
長する場であったであろうことを、しみじみと実感しております。 

そして、この 1５０年間という長い年月の中で、子どもたちの成長を支え促すために、教職員、保
護者、地域の皆さん、この三者が一体となり、協力してこれまでの教育活動に取り組んで来ていた
だいたことと振り返っております。また、地域の中の学校として、たくさんの方々に見守られ育まれ、
草津小学校はここまで続いてまいりました。 

 
1５０年という長い年月の中で、日本だけでなく世界中の社会の在り方が次々と変化してきまし
た。それに伴い、学校の在り方も変化を求められています。さらに人々の仕事や生活の仕方、価値
観も大きく変化してきました。現在では情報通信技術の高度化に伴う「Society5.0社会」の到来
がうたわれだし、今までには想像しえなかったような新しい力や知識・技術が求められるようになっ

ています。また、今も未曽有の新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止のために、新しい形での
教育活動を模索中であり、これからどのように終息に向かうのか未だ検討がつきません。 
このような先のわからない変化の激しい時代をこれから生き抜き、その社会の担い手として活躍
していく人材を本校は育んでいく責務を背負っています。150年目を迎える本校では、子どもたち
一人ひとりにタブレット PCが配られ、これからの子どもたちに必要な、多岐に渡る新しい力の育成
のために動き出しています。しかし、昔も今も変わらないことは、人を育てるのは機械ではなく人で
あること。ぬくもりのある人的環境の中でこそ、ぬくもりのある心を持った 
人間が育つことを、これまで以上に我々は心に留めながら、学校が、教職 
員が、そしてまわりの大人たちが、目の前の子どもたちに何ができるのか、 
どのように関われるのかということを深く考え、大きく教育活動を展開して 
いきたいと思っております。 

保護者の皆様方、そして地域の皆様方には、どうぞこの先もずっと子ども 
たちの健やかなる成長を見守っていただき、ともに力を合わせて、地域の中の学校づくりにお力を
貸していただきたく存じます。今後とも変わらぬご支援・ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

草津市立草津小学校 学校だより  

 

－学校教育目標－  

確かな学力を身につけた  

心豊かでたくましい 子どもの育成 
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【創立150年 記念講演会】

「思うは 招く」
～夢があったら何でもできる～

挑戦する前に「どうせ無理。」とあきらめていませんか?植松さんは、講演を
通して、人の可能性を奪う言葉である「どうせ無理」をなくし、夢をあきらめな
いことの大切さを伝える活動をされています。
本校の子どもたちがロケット作って飛ばすことで、「やったことがないことに挑
戦する」「できないと思ったことができるようになる」を体験して、小さな自信
を増やし、未来への可能性を広げます!

草津市立草津小学校「創立150年記念事業」草津

講師 植松 努 さん
株式会社植松電機 代表取締役
株式会社カムイスペースワークス代表
取締役
NPO法人北海道宇宙科学技術創成
センター(HASTIC)理事

〔日時〕令和4年11月11日(金)
(1)「記念式典」10:00～10:20(体育館)
(2)「記念講演」10:30～11:50(体育館)
【講師】 株式会社 植松電機 代表取締役 植松 努 氏
【参加者】 全校児童、教職員、学校運営協議会委員、PTA役員

(3)「手作りロケット打ち上げ」13:20～ (運動場)
13:20～ 1,2年生の部(大型ロケット6基)
13:45～ 3,4,5年生の部(大型ロケット10基)
14:20～ 6年生(小型ロケット54基)

※ロケット打ち上げ協力「NPO法人くさつ未来プロジェクト」
※「PTA周年事業積立金」「草津学区ひと・まちいきいき協議会」「草津小同窓会」

より協賛金をいただいて、本事業を実施する予定です。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 ●「大型ロケット(紙製)制作 保護者ボランティア」の募集 
11/10(木)5,6校時に、1年～5年が打ち上げる「大型ロケット(紙製)」を体育館で制作します。 
お手伝いしていただける保護者の方は、教頭まで電話連絡をお願いします。(詳細はメールにて配信) 

●記念品「クリアファイル」の作成と配付 
後日、11/11(金)ロケット打ち上げの様子などの写真を入れた「クリアファイル」を記念品として作成
し、全校児童に配付する予定をしています。 


